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羽根吉　寿正

研究の遂行に必要な手法や技術の習得に関する演習を行う。具体的には、メカトロニクス要素の
実験手順・方法および取扱い方法の習得、実験機器や装置の操作方法の習得、実験データの収
集方法や分析方法の習得などである。

本演習は，下記のように構成される。
１）電動駆動システムおよび制御システムの演習
２）メカトロニクス要素の取扱いに関する演習
３）計測と制御に関する演習
４）実験データの収集と分析方法の演習
５）メカトロニクスの応用技術に関する演習

特に指定しない。メカトロニクスとその応用技術に関する書籍や論文を学生が自ら検索するように
指導し、それらを参考にさせる。

特に指定しない。研究や論文の進捗状況に応じて紹介する。

実際にメカトロニクス要素の実験を行わせて、その習得度を総合的に評価する。実験手順は効率
良く行われているか、実験材料の取扱いは適切か、計測は精度高く行われているか、実験データ
収集方法や分析は的確か、などを総合的に評価する。


